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災害発生日時　　　　　　　　

被 部門 　技術部門 雇用形態 正社員　、派遣、契約、その他（　　　　　）

災 年齢 31　歳 性別：　男　　女 勤続年数 6年 　ヶ月 経験年数 5年 　7ヶ月

者 傷病名

傷病部位

① 四つ口フラスコ(写真1)を洗浄するため、フラスコ内 状況概略（写真orイラスト） 　　　　　

災 　に水を入れ、手で持って振とうさせていた。

② 振とう中に手が滑り、流しの角（写真２）にフラスコ

害 　が激しくぶつかり、割れたものと思われる。

③ 割れた破片が飛び散り、指を切創した（写真３）。

発 ④ 至急、医務室で止血を行い、出血は止まったが

　切創部位が大きかったため、病院で治療を受けた

生 　（３針縫合）。

状

況

災害の型※１）　　：6 切れ、こすれ 作業の形態：定常、非定常、その他（　　　　　）

起因物： フラスコ 特記事項 特になし

1.人的要因(man)：　フラスコ破損に対するＫＹ不足

原

因 2.物に関する要因（machine）：　保護手袋（滑り対策含む）未着用

分

類 3.環境要因（media)：　振とう場所の広さ不足

4.管理的要因（management)：　作業標準無し

① ガラス器具洗浄作業では、保護具として厚手のゴム手袋を着用する。

対 ② フラスコは振とうさせない。洗浄液を充填し、漬け置きする。

策

対策分類※2)：1-2 災害・事故の想定と対応、1-6 教育、2-1 マネジメント、2-4 危険認識

※１）①から選択 ※２）②から選択（複数可）

病名　（ 切創 ）　　

　左手薬指

日塗工　整理№ 　　　　　　　　　労働災害状況調査表 

発生会社　事業所

　2015年　12月　7日（月）　13時　30分　　　天候（ 晴れ ）　温度（　　　℃）湿度（　　％）

災害区分 　　　　　不休災害　　　　　　　　　　　休業災害　(休業：△日）　　

写真１． 
４Ｌの四口フラスコ 
（外径：約２５cm） 

この部分を手で 

つかんでいた 

この部分に 
フラスコが 
ぶつかったと 
推測される。 

写真２． 
洗浄作業をしていた流し台 

写真３．切創部位 

Ｕ字状に切創 
（３針縫合処置） 


